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１．概要
　本グループは，共同利用・広報に関する幅広い情報交換，
意見交換，情報共有を行いながら，現在の PF共同利用体
制の維持と必要に応じた変更への対応，ユーザーや一般者
への各種情報提供，広報に関する活動等を実施している。
グループ会議には，グループ構成員（物質構造科学研究所
放射光科学第二研究系　伴　弘司，宇佐美徳子）とともに，
共同利用・広報担当主幹の足立伸一主幹，共同利用に関
わる主幹秘書（濱松），PF事務室職員（外山）が参加して
いる。放射光共同利用実験審査委員会（PF-PAC）につい
ては，研究協力課共同利用支援室共同利用係とともに PF-
PAC準備打ち合わせを実施して，PF-PAC委員長（足立主
幹），PF執行部との密接な連携のもとで，PF-PACの事務
運営を共同利用係とともに実施している。

２．活動内容
　2015年度には，14回のグループ会議，8回の PF-PAC
準備打ち合わせを実施した。また，グループ構成員の都合
によりグループ会議として設定しない共同利用・広報に関
する意見交換会を 1回実施した。さらに必要に応じて，共
同利用・広報に関する個別打ち合わせ（KEK研究成果管
理システム構築について，PFWEB更新について，PF-PAC
事務運営について，個人情報保護についてなど）を実施し
ている。また，共同利用，ユーザーに関することは，必
要に応じて先端基盤安全グループ，産業利用促進グルー
プ，物構研広報室，PF主幹秘書室，PF事務室，物構研
事務室などと連携をしながら対応をしてきた。今年度は，
PFWEBの全面的な更新を実施するとともに KEK研究成
果管理システム運用開始への対応があった。以下，主な活
動について記載する。
　

【PF-PAC 関係】
　年二回（1月，7月）開催される PF-PACに関する各種
事務局対応（公募関係，ステーション担当者への対応，レ
フリー審査，イエローカード対応，分科会審査，安全審査，
全体会議（資料整理），他放射光施設との情報交換）。PF-
PACへの提案事項，PF-PACからの提案事項への対応。

【共同利用関係】
　共同利用に関する各種データの解析に関する対応。ユー
ザーからの各種コメントや要望に関する対応。新規利用に
関する問い合わせへの窓口としての対応。施設からのメー
ルマガジンの発送（４回），課題公募開始に関する施設か

らのメールマガジンの発送（４回）。PF-UAとの連携に関
することへの対応。KEK管理局，他部署との KEK研究成
果管理システムの構築，公開への対応。共同利用者支援シ
ステム（KRS），PF実験課題申請システム，PF実験課題
審査システムの改修に関する検討。PF関係員等旅費支給
に関する窓口対応。ユーザー用自転車，宅配便に関する対
応。ユーザー控室，仮眠室，トイレ等の業務委託業者によ
る清掃業務に関する対応。

【広報関係】
　新しい PFWEBページの準備と公開，facebook等の情報
発信ツールの検討。PFWEBページからの各種情報発信へ
の対応。サイエンスカフェ（チョコレート関係，水素関
係），各種サイエンスキャンプ実施への対応。一般見学者，
KEK一般公開，メディア懇談会，サイエンスアゴラ，ナ
ノテク展等への対応。「一家に一枚」ポスター（文部科学省）
制作への対応（物構研）。放射光学会，ナノテク展，量子
サイエンスフェスタなどの施設ポスターの制作。放射光関
連各種パンフレットの制作と増刷に関する対応，産業利用
ユーザーを含む（産業利用促進グループとの連携）新規ユ
ーザー獲得のための利用の手引き制作に関する検討。

３．今後の展望
　現在の PF共同利用・広報に必要な事項については，引
き続き，PF執行部，関連 PF内グループ，KEK他部署と
の密接な連携のもとで対応していく予定である。特に共同
利用に関する各種データの解析と整理，新規ユーザー獲得
のための工夫については，将来の放射光利用との関係から
も各種対応が必要であると考えている。また，将来の共同
利用のあり方や戦略的広報などについて，各種情報を収集
しながら情報交換，意見交換を重ねていく予定である。
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